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                第  一  報

                緒    言

 本學藁湾演習林 二於テハ前編 二述ペタル如ク、昭和2年 以來規那樹 ノ造林試験ヲ行 ヒ來 リ、且 ツ

此 ト相關連 シテ、生産規那皮 ノ化學的研究ヲ常 二件ハ シメタノデアル。栽培 セル規那樹 ノ種類ハ既

記 ノ如クCinchona Led;eriana, C・succirubra及 ビ此 ノ爾種 ノ雑種 ヨリ成ルC. hybrida/3種 デ

ァルガhybrida種 ハ種々ノ性欣ニツィテ多型 二分ルルヲ認 〃 ノデ、此 レヲ葉型 ニヨリ便宜3品種

Q,β及 γ 二分類 シ、以上 ノ5種 類 二封 シ、化學的性質 ノ相違特二藥用上重要 ナル線 アルカロイ ド

及圭ニー 灸含有量 ノ相違 ヲ研ハ メントシ、叉各個樹 ノ部分 二於 ケル相違ヲモ知 ラント欲 シ、本化學

的研究ヲ行 ッタノデァル。

               第一 試    料

 試 料 ハ壷濁演 習林 二於 テ、昭和4年8月 植栽 ノモノデ、同7年12月27日 掘 取 リ、樹 齢3年4ク 月 ノモ

ノデ アル。供試 木ハ測樹 上 ノ中央木 ニヨラズ、寧 ロ見掛上 ノ中央木 デ、形態的 二典型 ナル種類 ヲ標

準 トシテ選定 シタ。

 供 試 木ハ掘取後 、根部 ハ土 ヲ振 落 シテ直チ ニ剥皮 シ、地 上部 ハ幹 ト枝 トニ分 チ幹 二於 テハ地際 ヨ

リ上 方 二50cm毎 二切断剥 皮 シ(L°dgeriana種 ノ ミ・・20cm毎)枝 ハ枝 皮 トシテー括 シタ。 根及枝 共

二鉛筆大 ノ太 サマデ探 集 シタ。後掲 ノ1,II, III,… ノ番號 ハ幹皮 ノ下部 ヨリ50cm叉 ハ20cm毎 ノ部

分 ヲ向上的 二示 スモノデアル。

    Ledgeriana 種

             樹 高2.15m. 地上1m高 周園7・4cm・

              幹     皮 (下部 ヨリ20cm毎)

㈱ 分'1_

1一 可w「Q一 頑r圃H%計 根 皮 枝 皮

蠣 ・1・2.0133.・33.・ …24.523.・18.OI 10.・7.・4.・242.01143.・80.

髄 ・117.・ 一 ・・8.・ ・… 5.°3.・2.51.5173.・46.0124.
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  Succirubra 種

        樹高4.50m・ 地上1皿 高 風園20.2cm・

 

 
 

 

  rlxbrida 種 Q.

        樹 高4.16m  地 上1n・ 高  周園19・7cm・

 

 

 

  Hybrida 種 R・

        樹 高4.70m・ 地 上]m高 周園]7.7cm

 

 

  Hybrida種 γ・

        樹 高3.06m 地上]m高 周園11.5cm

     l    幹  皮(下 部・リ5・・m.) i l
撒 塑 函

・[・rT皿 挫 一⊥計ノ搬 階
 

 

此 二 ・リテ見ル へ 樹皮 ヲ氣 乾 シタル揚 合生樹 皮重量 ノ約30%位 トナ・・。叉樹 皮・・植 櫨 ノ部分

ニ ヨリ異 ナ リ、幹 皮 ノ量最大 ニ シテ全樹皮量 ノ50^-60%二 當 リ、此 二次 デハ根皮 ニ シテ20-30%、

最 少ハ枝皮 ニ シテ10-r20%二 當 ル。
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              第二 實 験 方 法

試料 昌就 キ

    (1)水 分

    (2)灰 分

    (3) Total alkaloid

    (4)  Quinine-sulphate

    (5) Tar reaction

    (6) Thalleioquin reaction

ヲ行 ヘ リ。

 (1)水 分 常 法 昌 ヨル。

 (2)友 分 米 國藥局法 ニ ヨル。

  2～4瓦 ノ氣 乾生藥粉末 ヲ紺 蝸 二取 リ常法 二從 ヒ灰化 ス。若 シ充分 二友 化 セザル時ハ熱湯 ヲ加 ヘ

  テ抽 出 シ不溶分 ヲ友分 既知 ノ濾紙上 二集 メ乾燥 後友 化 シテ白色3Cハ 殆 ン ド白色 トナ シ先 二得 タ

  ル濾 液 ヲ之 二加へ蒸獲乾固 シ後 弱 ク紅熾 スペ シ。之 ニテ充分友化 セザル時 ニハー旦冷却 シ坦蝸

  =15c.c.ノAlcoho1ヲ 加 へ硝 子棒 ニテ研摩 シAlcoho1ヲ 燃 焼 シ去 リ再 ピ弱 ク紅熾 ス。

 (3) rotas alkaloid第 四 改 正 日本藥局法 ニヨル。 ソノ概 要 ヲ記 セバ次 ノ如 シ。

  規 那 皮 ノ細末2.5瓦 二定規 盤酸(1%盤 酸 ヲ使 用 シタ)20c.c・ ヲ和 シ10分 間 湯煎上 二温 メ冷却 後

  Chloroform, Ether混 液(1:4)ヲ 加 へ次 二苛 性曹達液 ヲ加 ヘ アJLカ リ性 トナ シ10分 間 強 ク振潅 シ

  更 ニ トラガ ント末3瓦 ヲ加 ヘ ヨク振盈 シテ粉末 ヲ集 團 セシメ5分 間i置 シタル後澄明 ノChloro-

  R)rm, Ether混 液 ヲ精製綿 ヲ用 ヰ速 二濾過 シソノ濾液80 c.c. Gpチ2瓦 キ ナ皮末 二相 當 スル

  Alkaloid colution二10 C.C.ノAlcoholヲ 加 へ蒸鱈 シテ混 合 セルAlkaloid以 外 ノAmin共 他

  ヲ モ除却 シ残渣 ヲ20c.c.ノAlcohol二1容 解 シ更 二水10c.c.及 ピ3滴 ノヘマ トキ シリ ン溶液 ヲ指

 示 藥 トシテ和 シN/10酸 ニテ滴定 ス。N!10盤 酸1c.c.ハ キ ナ盤基0.03093瓦 二相當 ス。

 (4) Quinine-Sulphate

 規 那 皮 ノ粉末 二清石荻 ヲ均 一 二混合 シ之 ヲ水 ニテ漁 シテStiff Paste,ト セバAlkaloidハ 規 那染

 料 素及 ピ規 那酸 ヨリ游 離 ス。而 シテ規那酸ハ石灰 ト化合 ス。コノ種 々 ノ要素 ノ混合物 ヲ乾燥 セル

 後 熱Benzolニ テ抽 出 ス。 コノ際Quinineハ 容 易 二溶 解 スルモ他 ノAlkaloidハ 容 易 二溶解 セ

  ズ。 カ クシテ得 タルBenzol Alkaloidノ 混 合溶液 ヲ稀硫酸(1%硫 酸 ニテ酸性 トセル水)ト 共 二振



瓢

  盈 スル時Alkaloidハ 硫 酸慶 トナ リ酸性溶液 中 二移 行 スル ヲ以 テ$enzolト 分 離 ス。 コノ操作 ヲ

  反 復 繰返 シタル溶液 ヲ必要 ア ラバ動物炭 三テ脱色 シタル後 濃縮 シ曹達 ニテ中和 ス レバQuinine

  ハ硫 酸 臨 トシテ遊離 ス。 コノ結晶 ヲ集 メテ沸湯 ヨリ再結 スル時純 糧 ノQuinine-Sulphateヲ 鴇 。

 (5)Tar Reaction 第 四改正 日本 藥局法 ニヨル。帥チ規那皮 ノ粉 表 ヲ試験 管 中二熱 ス レバ紅色

  ノTarヲ 生 ゼザルペカ ラズ。

 (6)Thallei(》quin Reaction  第 四 改正 日本藥局法 ニヨル。

  帥 チN110盛 酸aテ 中和 セルalkaloid溶 液5c,c.二 駆 素 水1c.c.ヲ 和 シ之 ニアム モニア水 ヲ加 フ

  ル 昌美麗 ナル線 色 ヲ呈 セザル ペカ ラズ。

               第 三 分 析 結 果

 上記各項ニヨル分析結果ハ次ノ通リデアル。

                 1,  Succirubra l種

                風 乾 物 中 百 分 率

  
  

  

  

  

  

  
  

  

  

  1,L… … ・・幹 皮 ノ最 下部 ヨJ50cm毎 昌hリ タル 番號 ナ リ。

  上 表 昌見 ラル ル ガ如 ク根 皮 ノ Quinine-Sulphateノ ・幹 皮 1ノ 含 量 ノ約 牛 量 二過 ギザ ル モ根 皮 二

  於 テノ・Cinchonidineノ 含 量2,16%ニ シ テ幹 皮Ie於 テ ハtrace二 過 ギズ。

  皮 幹 町 ハ試 料 僅 少 ナ リシ ヲ以 テ幹 皮 窺 ヲ加 ヘ テVdト セ ル モ ノ昌 シテ 以 下 之 二倣 フ。









       第 四 総 ア ル カ ロ イ ド及 ピ硫 酸 キ ニ ー ネ 含 有 総 量

 次 二1本 當 リノアルカロイr'含有総量及 ピ硫酸±三二fi含 有総量ヲ求 メントス。今乾物量二換算

セン爲二根皮、幹皮、枝 ノー¥均水分 ヲ上記實験結果 ヨリ求ム レバ次 ノ如 シ。

              根 皮    幹 皮    枝 皮

   Succirubra     10.1600   i 1.9963/  12.7600/

   Hybrida a         9.4500     11.9025     12.3850

   Hアbridaβ         8.3417      9.6045     10.9859

   Hybrida Y         9.2700      9.8529     11.2800

   Ledgerianl             9.5000        12.0161        12.1000

 之eヨ レバ水分 含量 ハ根皮 ヨリ幹 皮、幹皮 ヨリ枝皮 ト場 大 スル ヲ知 ル。

 然 ルニ當實験室 二到 着 セル試 料ハ邊付 二際 シ若干破損 シ小片 ノ何 レ=1ス ル ヤ判然 セザル モ ノア

リタ リ。但 シ完全 ナル樹 皮 二就 キテ秤 量 セルニ豪湾演脅林 二於 テ乾燥秤 量 セルモ ノ ト殆 ン ド相等 シ

カ リキ。故 二墓灘演習林 二於 テ求 メ ラレタル氣乾 量 ト當實験 室 二於 テ求 メ ラレタル李均水分 トヨゴリ

1本 當 リノアル カ ・イ ド含有総量 及 ビ硫 酸 キニー ネ含有縮 量 ヲ求 ムルモ大 ナル誤差 ナキモ ノ トシテ

次表 ヲ作製 シタ リ。
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               第 五 實 験 結 果

(1)  樹 皮 ノ水分 含量 二就 キ、根 皮、幹 皮 、枝皮 ヲ比較 ス レバ根皮 、幹 皮、枝皮 卜上部 二至 ル ニ

   從 ヒ水分 含量多 シ。

(2)  友 分 ハ大X2^・4%ノ 間 ニア リテ根皮 、枝皮 ハ幹皮 ヨ リ多 ク枝 皮 ノアルモ ノハ ゜o=及 プ。

(3)  Total alkaloidハ5種 共 根皮、幹 皮 ノ李均含有奉ハ 日本 藥局法 二規定 スル最低含有率6.2%以

   上 ニ シテ根 皮 ニ アリテハ9%以 上 幹皮 二於 テハ6.4^'8%=及 ブ。

(4)  幹 皮 各部 二就 キテTotal alkaloid含 有 牽 ヲ ミル ニ幹 ノ上部 二行 クニ從 ヒソノ量 ヲ減 ズ。

   Ledgeriana, Succirubra, Hybridaα ノ3者 ヲ比較 セバ含有率 二大差 ナ クC・Ledgerianaハ 下

   部 二於 テ他 ノ2者 ヨリ約1%多 シ。

    Hybridaβ, Hvbridaγ ハ 共 二前3者 ヨリ多 ク上部 二至 ルモ ソノ含有率遙 カニ大 ナ リ。且 ツ

   Hybridaγ ハ 下部 二於 テハ5種 中最大 ナ リ。但 シ各種 二就 キテ梢端部幹 皮ハTotal alkaloid

   含 量 急激 二減 少 スル モノノ如 ク見 ユルモ之 ハ試 料僅 少 ノ爲適 宜 二上部 ノモ ノヲ配 合 セル爲 ニ

   シ テ蓋 シ當然 ノ事 ナ リ。

(5)  枝 皮 ノTotal alkaloid含 有 卒ハHybrida r/3.3%ヲ 除 キ他ハ殆 ン ド相等 シク2.5%ヲ 占 ム。

(6)  Quinine-Sulphate含 有 率ハSuccirubraトHybrida aト ヲ比較 ス レバSuccirubraハHybrida

   Qヨ リモ根 皮 二於 テ少 ク幹 皮 ニア リテハ下部 二於 テHydridaα ヨ リ多 シ。而 シテ共 二幹皮

   最 下 部 ヨリ少 ク各 ソノCinchonidine含 量 ヲ加 ヘ テ大艦幹 皮最下部 ト含有牽等 シクナルヲ認

   メタ リ。次 二Iedgeriana, Hybridsβ 及 ビHybridaγ ヲ比較 スル ニ共 二前2者 ヨリ遙 カ ニ

   多 ク特 二Hybridaβ 二於 テ多 シ。但 根皮 ニ アリテハ幹皮最下部 ノ約 牟量 二過 ギズ。何 二原

   因 スル ヤ不明 ナ リ。LedgerianaトHybridaγ ヲ比 較 スル ニ爾 者大同小異 ナルモ下部 二於 テ

   Hybridaγ ハ 含有率大 ナ リ。

    從 來Ledgeriann種 ハQuinine含 有 量 ノ大 ナル種 類 トシテ認 メラルルモ ノナル モ本分 析 二

   依 レバHvbridaβ, Hybridaγ ヨ リ少 ク特 二C. H vbridaβ トノ差甚 シク奇異 ノ感 ナキニ ア

   ラザ ルモ恐 ラ クハ ソノ生育遅 ク植 物禮倭小 ナル事 二原 因 スル モ ノニ非 ズヤ ト思惟 サル。

(7)  枝 皮 ノQuinine-Sulphate含 有 率 ハLeclgerianaハ 最 大 、次 二Hybridaγ, Hybridaβ ノ順

   位 ニ シテSuccirubra, Hybridaα ハ 共 二存在 ヲ認 メ得 ルモ定量 不可能 ナ リキ。

(8) 1本 當 リ・ア,し加 イ ド舗 綴 ヲ見 ・レ・Succi・ubra, Hyb・icla a・ ・共4長 速 カナ・レ爲

  断 然 多 クSuccirubraヲ 首 位 ト シ ソ ノ総 量50.711.=及 プ 。 之 ヲLedgeriana二 比 較 セバ 優 二5
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   倍以上ナリ。但 シLedgerianaハ 生育遅 ク植物膿小ナルヲ以 テ生皮量モ少キ爲 アルカロイ ド

   含事総量ガ少イノデアラウ・次 二Hybridaβ, Hybhdaγ ハ 夫 々33瓦、36瓦 ニシテLedge-

   rianaハ9瓦 二過 ギズ。

(9)  1本 當 リノQuinine-Sulphate含 有縫 量ハLeclgerianaハ 生 育 ノ關係 ヨリ問題 トスル ニ足 ラ

   ズ他 ノ4種 二就 キテ ミル ニHybrida r, Hybridaβ 共 二他 ノ2者 ヨリ多 ク Hybridaγ ハ19

   瓦Hybridaβ ハ18瓦 ナ リ。2之 二次 ギテSuccirubra, Hybridaα ノ夫 々12瓦 、9瓦 ナ リ トス。

               総   括

 以 上 ノ結果 ヨ リ見 テSuccirubra, Hybr1da Qハ 共 二生長 早 ク且 ツTotal alkaloid含 有 -¥他 ノ2

種1・大同小異 ニ シテ唯Quinineノ 含 量 二於 テ劣 レルヲ見 ル。然 ル ニHvbridaβ, Hybrida 7ハ 前2

者 二比 べ幾分生長邊 キモQuinineノ 含 量遙 鼻多 シ。故 二Succirubra, Hybridaα ハ共 二生藥 用二適

シ、本結果 ノミヨリ見 ル トキハQuinine製 造 原料 トシテハC. Hvbridaβ, c. Hpbrida r昌 依 ル ヲ

最 モ得策 ナ リトス。
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                第  二  報

                緒    言

 第一一報二於テ京都帝國大學皇湾演習林産各種規那皮(満3年 生)ノアルカロイド含量ヲ定量シ、併

セテ優良品種ヲ推定 シタ。第二報二於テハ満1ケ年ノ経過(満4年生)ニヨリ規那皮ノアルカロイド含

量ガ如何二攣化スルカヲ調ペタノデアル。

              第 一 試     料

 試料ハ京都帝國大學毫濁演習林二於 テ栽培 セラレタル規那樹 ニシテ探掘剥皮セルモノヲ日光乾燥

ヲナシ氣乾状態 トナ シタル後京都二選付 シ本實験室二於 テ恒重 トナリシモノヲ細粉 シテ分析 ヲ行 ツ

タ。但 シ今年度ノ試料ハ根皮、幹皮、枝皮 ノ3部二分チ幹皮ハ地上1m毎 二幹皮1, II, III,…… ト

セリ。各種規那皮 ノ本實験室到着直後 ノ重量及ビ本實験室内二於 テ恒重 トナリシ時 ノ各重量次 ノ如

シo

       Succirubra 種

           轍 部到 到 着 時 陣 重 時
           根  皮            225.O g.         208.O g・

           幹  皮     1      370.5           256.0

            ク      1      229.5          186.0

            ク      Y       162.0           137.5

            '      IP  I   ]18.0            95.0

            '      Y  I    56.5           52.5

            ク      V【       24.0            20.5

            ク      VI      13.0           12.5

       Hybrida種 α

           轍 部到 到着 時 陣 重 時

           幹 皮  1   318.5g.   301.Og.

            ク      1      194.5          182。0 .

            ク      1      122.5          11695

                1V  I    46.5       1    44.5

            b V  19.° 1 183
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    正iybrida種 β

      

      

      

      

      

      

      

    Hybrida種 γ

      樹皮部到 到 着 時 恒 重 時

      根 皮     288.5g.   224.Og.

      幹 皮  1  273.0     267.0

       ク      ]匪      i55。0          ユ51,0

       ク      憂      104.5          102。0

       ク      N       45.5           44.5

       '      Y  (     2.8      1     2.8

    1,edgeriana 種

      
      

      

       

       

       

      

        第二 實 験 方 法

  (1)水 分

  (2)友 分

  (3) Total alkaloid

  (4)  Quhline-Sulphate

  (5) Tar reaction

  (6) Thalleioquin reaction

上 記 各頃 ニヨル定 量方法並 二反慮 ハ纏 ペ テ第 →報 昌同 ジ。



弼

        第 三 分 析 結 果

          1,  Succirubra 種

         風 乾 物 中 百 分 牽

 

 
 

 

上 表 二見 ラルル ガ如 クQuinine-Sulphateハ 根 皮 二於 テハ幹皮1ノ 孚量 二過 ギザ ルモ、根皮 ニ ア

リテハCinchonidineノ 含 量4.44%ニ シテ幹 皮1, IIハ 夫 々3.06%、1.64%ニ シ テ幹皮III及IV

二於 テモ少量 ノCinchonidineヲ 認 ム。

         乾 物 中 百 分 峯

    



         2, Hybr三da種

 i)a麺         嵐 乾 物 中 百 分 牽

        乾 物 中 百 分 傘

   

   
   

   

   

 ii)β 糧          風 乾 物 中 百 分 峯

        乾 物 中 百 分 傘

   
   

   

   

   
   

      



50

  血)γ 櫓    風 乾 物 申 百 分 李

 

 

 

 

 

 

         乾 物 中 百 分 率

    

    

    

    

    

    

        '  3,  ]Ledgeriana 種  '

         風 乾 物 中 百 分 牽

 

 

 

 

 

 
         乾 物 中 百 分 率
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          第 四 総 ア ル カ ロ イ ド及 ビ硫 酸 キ ニ ー ネ 含 有 総 量

 根皮、幹皮 ノ総 アルカロイ ド卒均含有卒、絡硫酸 キニーネ李均含有傘及ピ1本當 リノアルカロイ ド

含有総量並 ピ昌硫酸キニーネ含有縮量ヲ求ム レバ次表 ノ如 シ。

      一 一～ ～     部                       一  樹 種 摘  1＼ ～～_ .一一一 分  根   皮  幹   皮  線   計
          要       一 ～～

       氣  乾  」改  量  (g)                 208.0          760.0          968.0

   田       乾          量  (9)                   202.0          . 704。0           906・0

   三( )  縄アルカ・イド準均含有傘(%)   7.502    4.767
   VV   

H   アル カロイド含m量 (9)      15・15     48.02     63・17

   U   m酸 キ昌一ネ卒均含有李(°0)    0.780     1.250

       硫酸 キ昌一ネ含有線量 (9)      1.57     8・51     10・08

       氣 乾 取 量 (g)                662.0     662.0

   6      乾         量  (g)                               62].5          621.5

   毛   線 アルカロイド李均含有李(00)            5.340

   x   アル カロイド含(の)有線量 (9)             42・36     42・36

   U   緯硫酸キ昌一ネ卒均含有牽(%)            2・203

       硫酸 キ昌一ネ含有総量 (g)              16.80     16.80

       氣 乾 牧 量 (g)         422.0     703.5    1125.5

   邑   乾     量 (g)         391.0     651.0    1042.0

   箋   緯 アルカロイドZF均含有奪(%)    8.275     6・029

   昔(の)   アルカロイド含有縄量 (9)      32・36     49・75     82・11

   ° 灘 三;毒繕 有謬%)r4.69818.36 4.3333.1: 61.46
         -一 一 一                       1

       氣 乾 攻 量 (g)        224.0     564,5     788.5

  

  

  

  

  

       氣 乾 攻 量 (9)         148・0     339・0     487.O

   c 乾  量(・)     136・°  297・°  433・°
   蕊   線アルカロ登ZF均 含有黍(%)    8・662     7・752

   a   アルカ"イr・含m量 (9)      11.78     26・00     37.78

   U   線硫酸キニーネZF均 含有李(%)    3・659     4.186

       硫酸 キ昌一ネ含有緯量 (g)      4.97     15.47     20.44
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  次 二3年 生(8年 度)及 ピ4年 生9年 度)ノ 絡 アル ヵ ロイ層ド並 ピニ硫酸 キニー ネ含量 ヲ比較 スル爲

 メ以下 ノしグラ プ ヲ作成 セリ。

  圖昌於 テ從軸ハ総アルカロイF及 ピ硫酸 キニーネ含有傘 ヲ示 シ横軸ハ1m毎 二樹高ヲ表 ス。



 Hybridsβ ハ3年 生 ノモ ノハ地 上1m二 於 テ硫 酸 キ ー一一fi約8.5%ノ 如 キ高 キ数値 ヲ示 セ シ爲果

シテ正 常 ナル歌態 ナル ヤ否 ヤニ就 キ疑 問 ヲ抱 キ4年 生 ノモ ノニ於 テハ 中央木 ソノ他2本 昌就 キ分析 ヲ

行 ヘ ル結果大饅次 二示 スガ如 キ成績 ヲ得 タ リ。之 ニヨリテ見 ル時ハ3年 生 二於 テ高 キ含量 ヲ示 セ シ

バ恐 ラク何 ラカ特別 ノ生理作用 昌 ヨルモ ノニ シテ、4年 生 ノモ ノニ ヨリテ示 サルQuinine含 量 ハ正

常 ナ モノ ト考 ヘ ラル。
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               第 五 實 験 結 果

(1)  幹 皮 昌於 ヶル友分軍均 含有卒 ヲ3年 生 ノモ ノニ 比較 ス レバSuccirubraハ0.5 ヲ堆 加 シ、

   Hybridaα, Hybridaβ, H vbridaγ, Ledgerianaハ 夫 々0.95%、0.68%、0・74%、0.5%ノ 減 少

   ヲ認 メタ リ。根 皮 二於 テ著 シキ看 加 ヲ見 ルモ之 ハ試 料 中二幾分 ノ粘土 ヲ含有 シ除却 スル能ハ

   ザ リ シ爲 ナ リ。從 ツテ根 皮 ノ各成分 ノ減 少ヲ示 セルハ試料 二正確 ヲ期 スル事能 ハ ザ リシ爲 ナ

   ラ ンo

(2)  Total alkaloid李 均 含有率ハSuccirubra幹 皮4.8%. Hybridaα 幹 皮5.3%及 ピIi ybridaβ

   幹 皮6.ofヲ 除 ケバ何V.モ 日本藥局法 二規定 スル最低 含右 6.2%以 上 ナ リ。 然 レドモ3年 生

   ノ モ ノ昌比 プ レバSuccirubra, Hybridaβ, Hybrids r, Ledgerianaハ 根 皮 二於 テ各k約1.5%、

   1.0%、0.3%、0.8%ノ 減 少ヲナ シ幹 皮 ニア リテハSuccirubra, Hybrida Q, Hybrida Q,ハ 各 々

   1.8%、1.1、2.1%ノ 減 少 ヲ示 シHybrids rハ 殆 ン ド等 シクLedgerianaハ0.2590'加 セ リ。

(3)  Quinine;:均 含 有李(Quinine-Sulphateト シテ)二 就 キ3年 生 ノモ ノ昌比較 ス レバ根 皮 二於 テ

   SucciruUraハ0・93%減 少 シ、 Hybridaβ ハ殆 ンド饗 化 ナク、 Hybridaγ, Ledgerianaハ 夫 々

  2.3%、2.0%ノ 減 少ヲ示 ス。幹皮 ハSuccirubraハ0.76%滅 少 シ、 Hybridaα ハTotal alkalodi

   二於 テ減 少ヲ示 セル ニ拘 ラズ約1.0%ヲ 堆 加 ス。Hybrida(3ハ 約1.0%ノ 減 少ヲ示 スモ3年 生

   ノ モ ノニアリテハ地上50cm二 於 テ約8.4%ノ 含 量 ヲ示 セシ爲 ニ シテ之 ハ何 ラヵ特別 ノ生理作

   用 ニ ヨリテ斯 ク ノ如 キ高 キ数値 ヲ表 ハ セ シモノニシテ恐 ラクハ4年 生 ノモ ノ昌見 ラルル含量

   ハiE常 ナル モ ノナ ラン ト推察 サル。 ココ=3年 生 ノモ ノニア リテハSuccirubra, Hybrida a,

   ノ根 皮 二2.16%、0.24%、 幹 皮 二於 テ殆 ン ド痕跡 ナ リシCinchonidineハ4年 生 ニア リテハ全

  種 類 ヲ通 ジ ソノ含量多 ク地上3m二 至 ル モP.少 量 ヲ認 メSuccirubra.二 於 テハ根皮 二4.4%、

   地 上2m二 於 テモ1.6%ノCinchonidineヲ 認 メタ リ。

(4)  1本 當 リノアル カロイ ド含有縮量 ヲ3年 生 ノモ ノト比較 ス レバSuccirubra, Hybridaβ,

  Hybricla r,1.edgeriana・ 各 々2.4%、14.6%、8.2%、30%ノ 培 加李 ヲ示 シ、 Hybrida.α ノ幹 皮

  ハ8.7%噌 加 ス。Quinine(Quinine-Sulphate ト シテ)含 有穂 量ハHybrida a H vbridaγ,

  Leagerianaハ 夫 々18.0%、9.of、32.0%場 加 シ、 Succuubraハ2.1%減 少 セリQHybrida a幹

  皮 二於 テハ25.9%ノ 槍 加 ヲ示 シタ リ。


